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1．第 12 回助成研究の成果報告

JICE では、住宅・社会資本整備に係わる先進的な研究・

技術開発に対して助成を行い、より良い国土の利用・整備

又は保全に寄与することを目的として、研究開発を支援

する助成制度を平成 11 年度より実施しており、平成 23

年度までの 13 年間で延べ 164 件の研究に対し助成を

行っている。

その研究成果を社会へ還元する方策の一つとして、研究

開発助成の成果報告会を開催しており、今年度で第 12 回

目を迎えたところである。第 12 回成果報告会は、平成

24 年 10 月 12 日（金）に JICE 会議室において開催し、

平成 22 年度に採択され平成 23 年度に実施した研究成

果について報告（16 研究）がなされ、会場からの活発な

質疑があった。これらの研究の成果概要については JICE

ホームページの研究開発助成事業で掲載しているので、あ

わせてご覧頂きたい。

本成果報告会については、土木学会認定の継続教育

(CPD) プログラムの認定を受け、公開にて実施している。

外部からも 35 名の参加があり、新たな技術への関心が寄

せられたところである。

写真 成果報告会　会場の様子

表 1　成果報告された研究課題一覧 ( 発表順：敬称略 )

研究課題名 発表者名

1
ファイバーコンクリートを用い
た高じん性橋脚の開発に関する
研究

東京工業大学大学院理工学
研究科　教授　川島　一彦

2
無線センサによる多点同期振動
計測と詳細な有限要素モデルを
利用した構造性能評価法の開発

東京大学大学院工学系研究
科　講師　蘇　迪

3

都市型農園を用いた高齢者の「生
きがい・就労」社会実験 ～超高
齢化社会のフロントランナー・
日本の安心安全基盤に向けて～

芝浦工業大学システム理工
学部環境システム学科　
教授　松下　潤

4
海外比較による建設コンサルタ
ント業務の調達方式のあり方に
関する研究

愛媛大学防災情報研究セン
ター　教授　木下　誠也

5

都市内道路ネットワークにおけ
る旅行時間の信頼性：プローブ
カーデータを用いた社会的費用
の計測と最適な経路誘導に関す
る研究

東京工業大学大学院工学研
究科　准教授　福田　大輔

6
安全かつ快適な交通結節点のた
めの幾何構造設計手法に関する
研究

名古屋大学大学院工学研究
科 助教　浅野　美帆

7 信頼性解析の河川堤防への適用
性に関する研究

岐阜大学工学部社会基盤工
学科　教授　本城　勇介

8 気候変動を考慮した渇水リスク
評価とそのマネジメント

琉球大学工学部環境建設工
学科　助教　神谷　大介

9 使用環境の違いが橋の損傷に及
ぼす影響に関する研究

香川高等専門学校建設環境
工学科　教授　太田　貞次

10 凍害と疲労の複合劣化下のコン
クリート系構造物の性能予測

北海道大学大学院工学研究
院　教授　上田　多門

11
地域の自然が保有する気候緩和
効果を活かした都市環境の再生
手法

東北大学大学院工学研究科
教授　持田 灯

12
中低層建物での木材利用推進に
資する高強度高靭性木質構造接
合法の開発

京都大学大学院工学研究科
准教授　荒木　慶一

13
生物多様性に配慮した公共投資
の計画策定プロセスのあり方に
関する研究

東北大学大学院情報科学研
究科　准教授　福本　潤也

14
質問紙調査等による入札監視委
員会の運営方法標準化に関する
研究

徳島大学大学院ソシノテク
ノサイエンス研究所
助教　森本　恵美

15

地方自治体の下水道事業におけ
る革新的技術導入のためのレベ
ニューボンドの有効性に関する
研究

京都大学大学院工学研究科
助教　大西　正光

16
防災事業による住民の「被災可
能性に対する不安」軽減効果の
評価

東邦大学付属東邦高等学校
教員　松本　美紀

　 

第12回JICE研究開発助成
成果報告会の報告 沼尻　恵子

情報・企画部
上席主任研究員
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2．第 14 回助成研究募集について

平成 24 年度の研究開発助成の公募は、「応用研究課題」

と「重点研究課題」のそれぞれについて、下表にて募集を

行ったところである。公募期間は平成 24 年 8 月 31 日

～平成 24 年 10 月 31 日で、90 件の応募があった。

図　研究開発助成の実績 ( 差し替え ) 

表 2　平成 24 年度募集　研究助成の対象

応用
研究
課題

　　　研究開発の成果が次の①～③のいずれかに該当する研究。 64

①安全に安心して暮らせる国土の実現に寄与するもの。
（地誌等に残る地域特有の自然災害の伝承や記録など、防災、減災を向上するための研究を含む）

53

②人・もの・情報が効率的に通いあえる国土の実現に寄与するもの。 3

③心豊かに暮らせる快適で美しい国土の実現に寄与するもの。 8

重点
研究
課題

　　　研究開発の成果が次の④～⑨のいずれかに該当する研究。 26

④水災害リスク分析
に関する研究

　気候変動の影響等による豪雨の頻発や少雨の長期化等外力の変化や津波等の低頻度巨大外力に対
して被害の極小化を図るための水災害に関するリスクの分析・評価と適応策の検討に関する研究。
　例えば、浸水・渇水リスクの分析と評価、社会・経済に及ぼす影響を踏まえた適応策の研究など。

5

⑤河川堤防の信頼性
評価に関する研究

　河川堤防の洪水（浸透、侵食、越水等）及び地震に対する信頼性評価に係わる研究。
　例えば、土堤の断面及び長手（法線）方向でみた場合の洪水に対する破壊確率、実洪水での現象
を基にした破堤リスク分析に関する研究、地震変形後の堤防の止水機能の評価に関する研究など。

3

⑥道路空間の有効活
用並びに道路ネット
ワークの最適化に向
けた政策立案に寄与
する研究

「道路空間の有効活用」とは、例えば、歩行者や多様な交通手段ならびに災害時の復旧を考慮した
道路構造のあり方、道路空間の再構築やネットワークとしての活用方法などを指し、「道路ネット
ワークの最適化」とは、例えば、災害時のリダンダンシー確保を考慮したネットワーク評価の手法
といった、道路の多様な効用を考慮した最適な道路ネットワークのあり方などを指す。

2

⑦人口減少社会にお
ける活力ある都市空
間の再生に関する研
究

　人口減少が進むことを前提にしつつ、活力ある賑わいのあるまちを構築するための都市空間のあ
り方に関する研究。
　例えば、医療・福祉施設の集約と合わせて高齢者等が健康に活動を継続できる仕組みを有する都
市空間のあり方、空閑地・空き家を効果的に利活用する都市空間形成手法、あるいは官民が連携し
た賑わいのある都市空間の整備方策に関する研究、賑わいのあるまちの状況を評価する手法の研究
など。

14

⑧今後のあるべき建
設生産システムに関
する研究

　技術力や社会ニーズの変化を踏まえ、これからの時代に適合する建設生産システムに関する研究。
　例えば、「品質と価格のバランスが取れた調達（ＣＭ方式等新たな民間活力の活用も含む）に関
する研究」や「ライフサイクルを考慮した計画、設計、施工、維持管理に関する研究」など。

2

⑨民間資金を活用し
たインフラ整備に関
する研究

　民間資金を活用した道路・河川等のインフラ整備の課題を整理し、インフラ整備を推進するため
の方策に関する研究。
　例えば、「インフラ整備における課題や内外の諸制度に関する研究」、「制度の改善に関する研究」
や「民間資金を活用したインフラ整備の手法に関する研究」など。
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